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食
品
工
場
の
「
衛
生
」
作
業

食
品
工
場
に
お
け
る
「
サ
ニ
テ
ー
シ
ョ
ン
」

は
、
食
品
の
安
全
性
・
健
全
性
を
担
保
す
る

た
め
に
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
管
理
手
段
を
含
ん

だ
概
念
で
あ
る
が
、
企
業
・
工
場
に
よ
り

「
掃
除
」「
洗
浄
」「
衛
生
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま

に
表
現
・
定
義
さ
れ
て
い
る
。
弊
社
で
は
こ

れ
を
「
衛
生
」
と
定
義
し
て
い
る
。
な
ぜ
な

ら
、
食
品
工
場
で
必
要
な
サ
ニ
テ
ー
シ
ョ
ン

は
、
食
品
製
造
環
境
を
維
持
す
る
た
め
、「
ご

み
や
汚
れ
を
除
去
し
て
き
れ
い
な
状
態
に
す

る
」
＝
「
掃
除
」
以
上
の
基
準
と
管
理
が
必

要
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

食
品
工
場
の
衛
生
管
理
で
は
、ま
ず
施
設

内
の
場
所・製
造
設
備
ご
と
に
、危
害
分
析
に

基
づ
き
必
要
な「
清
浄
度
」の
管
理
基
準
を

設
定
し
、次
に
そ
の
清
浄
度
を
達
成・維
持
す

る
た
め
に
必
要
な
洗
浄・
殺
菌
作
業
の
体
系

的
な
仕
組
み
を
つ
く
り
、そ
れ
を「
計
画
↓

作
業
↓
確
認
↓
評
価
↓
計
画
」の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
で
管
理
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

弊
社
の
考
え
る
衛
生
は
、
広
義
に
は
こ
の

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
全
体
で
あ
り
、
狭
義
に

は
「
作
業
（
洗
浄
や
清
掃
作
業
を
含
む
）」

と
「
確
認
」
の
工
程
で
あ
る
。
確
認
を
狭
義

の
衛
生
作
業
の
一
部
と
位
置
付
け
る
の
は
、

衛
生
作
業
は
「
や
っ
た
」
か
「
や
っ
て
い
な

い
」
か
の
実
施
基
準
で
の
評
価
で
は
不
十
分

と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

衛
生
作
業
の
仕
組
み
づ
く
り

弊
社
で
は
、「
汚
れ
」
と
は
「
そ
こ
に
あ

っ
て
は
い
け
な
い
も
の
」
と
定
義
し
て
い
る
。

食
品
工
場
の
衛
生
作
業
で
は
、
例
え
ば
製
品

や
原
材
料
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ら
が
あ
る
べ

き
場
所
で
は
な
い
場
所
に
残
存
し
た
場
合
、

そ
れ
ら
は
重
大
な
危
害
要
因
と
な
る
可
能
性

が
あ
る
。
従
っ
て
、「
衛
生
」
作
業
で
は
「
見

た
目
の
き
れ
い
さ
」
の
評
価
に
依
存
す
る
こ

と
は
大
変
危
険
で
あ
る
。
洗
浄
作
業
に
よ
り

汚
れ
を
確
実
に
除
去
し
、
結
果
を
必
要
な
清

浄
度
基
準
に
照
ら
し
て
評
価
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

❶
洗
浄
の
仕
組
み
を
つ
く
る

衛
生
作
業
の
中
心
は
、
き
ち
ん
と
洗
浄
し

て
、
汚
れ
を
確
実
に
除
去
す
る
こ
と
で
あ
る
。

洗
浄
の
効
果
は
「
化
学
力
、
物
理
力
、
温

度
、
時
間
」
と
い
う
４
要
素
の
相
乗
効
果
に

よ
り
決
定
さ
れ
る
（
図
１
）。

化
学
力
▼
洗
剤
や
薬
剤
に
よ
る
化
学
的
作
用

↓
ア
ル
カ
リ
洗
剤
、中
性
洗
剤
の
使
用
な
ど

物
理
力
▼
ど
の
よ
う
な
道
具
・
方
法
で
物
理

的
刺
激
を
与
え
る
か
↓
ブ
ラ
シ
で
こ
す
る
、

高
圧
洗
浄
す
る
な
ど

温
度
▼
洗
浄
す
る
温
度
↓
水
で
洗
う
、
湯
で

洗
う
な
ど

時
間
▼
洗
浄
に
か
け
る
時
間
↓
５
分
漬
け
置

き
す
る
、２
回
洗
浄
す
る
な
ど

弊
社
の
実
例
で
は
、
全
く
同
じ
設
備
・
製

品
（
牛
肉
加
工
品
）
を
製
造
す
る
２
工
場
の

ラ
イ
ン
洗
浄
作
業
で
、
一
方
は
機
械
洗
浄
に

４
時
間
以
上
を
要
し
、
も
う
一
方
は
３
時
間

以
内
で
終
了
し
て
い
た
。
こ
の
違
い
は
何
に

よ
っ
て
生
ま
れ
る
の
か
。
ス
タ
ッ
フ
の
力
量

差
を
排
除
す
る
と
、
２
工
場
間
の
違
い
は
洗

浄
時
に
使
用
す
る
洗
浄
水
の
温
度
（
一
方
は

40
℃
、
他
方
は
50
℃
）
だ
け
で
あ
っ
た
。

こ
の
例
が
示
す
よ
う
に
、
洗
浄
効
果
は
４

要
素
の
組
み
合
わ
せ
（
相
乗
効
果
）
に
よ
り

決
ま
る
の
で
、
逆
に
考
え
る
と
「
ど
の
要
素

を
ど
の
よ
う
に
変
え
る
と
、
洗
浄
効
果
が
改

清
掃
・
洗
浄
・
除
菌
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
上
で
の
ポ
イ
ン
ト
は
何
か
、
そ
れ
を
い
か
に
し
て
従
業
員
に
落
と

し
込
み
、衛
生
な
状
態
を
維
持
す
る
か
、具
体
例
を
交
え
な
が
ら
解
説
す
る
。
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食
品
工
場
に
お
け
る「
衛
生
」作
業
の

仕
組
み
づ
く
り
と
運
営
方
法

解説2

洗浄剤の化学的
な洗浄作用

洗浄作業の
全工程時間

洗浄温度の
熱エネルギー

物理的な
洗浄エネルギー

化学力 時 間

温 度 物理力

図 1 洗浄効果に影響を与える4要素
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善
（
清
浄
度
改
善
、
時
間
短
縮
な
ど
）
で
き

る
か
」
を
検
討
す
る
こ
と
が
、
洗
浄
の
仕
組

み
づ
く
り
で
第
一
に
行
う
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

現
実
の
工
場
に
お
け
る
衛
生
作
業
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
制
約
条
件
に
影
響
を
受
け
る
。
例

え
ば
、
も
し
高
温
の
洗
浄
水
が
使
用
で
き
な

い
な
ら
「
泡
洗
浄
方
式
（
洗
剤
の
付
着
・
反

応
時
間
が
増
加
す
る
）
に
切
り
替
え
、
必
要

な
箇
所
は
２
回
洗
浄
す
る
」、
機
械
の
パ
ー

ツ
類
な
ど
形
状
が
複
雑
で
洗
浄
し
に
く
い
も

の
は
「
浸
漬
洗
浄
方
式
に
切
り
替
え
る
」
な

ど
、
洗
浄
の
仕
組
み
を
４
要
素
の
組
み
合
わ

せ
で
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

食
品
工
場
で
は
、
工
場
ご
と
に
製
造
す
る

食
品
や
原
材
料
が
異
な
り
、
自
社
工
場
で
必

要
と
さ
れ
る
清
浄
度
を
維
持
す
る
た
め
に
ど

の
よ
う
な
洗
浄
シ
ス
テ
ム
が
適
し
て
い
る
か
、

そ
の
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
洗
剤
を
使
用
す

る
と
効
果
的
か
、
洗
浄
作
業
を
「
仕
組
み
」

と
し
て
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

❷
作
業
を
標
準
化
す
る

衛
生
作
業
の
大
半
は
「
人
力
」
作
業
で
あ

る
。
こ
の
最
大
要
素
で
あ
る
人
力
を
い
か
に

標
準
化
す
る
か
が
、
作
業
「
結
果
」
の
標
準

化
に
と
っ
て
最
も
重
要
で
あ
る
。

人
力
を
標
準
化
す
る
た
め
に
は
、ま
ず「
洗

う
」「
拭
く
」
な
ど
、
衛
生
作
業
の
基
本
要

素
を
き
ち
ん
と
標
準
化
し
、
各
ス
タ
ッ
フ
に

定
期
的
な
Ｏ
Ｊ
Ｔ
と
Ｏ
ｆ
ｆ
│

Ｊ
Ｔ
を
通
じ

て
正
し
い
基
本
動
作
を
徹
底
し
て
習
得
さ
せ

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
が
で
き
な
い

と
、
ど
ん
な
作
業
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
た
と
し

て
も
結
果
の
ば
ら
つ
き
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で

き
な
い
。

作
業
を
標
準
化
す
る
場
合
、
見
落
と
さ

れ
が
ち
な
の
は
、「
ゴ
ー
ル
」
を
明
確
に
設

定
す
る
こ
と
で
あ
る
。「
ど
の
よ
う
に
作
業

す
る
か
」
と
併
せ
て
、「
そ
の
作
業
を
行
っ

た
結
果
、
ど
の
よ
う
な
状
態
に
す
る
の
か
＝

ゴ
ー
ル
」
を
し
っ
か
り
と
定
義
（
言
葉
に
よ

る
定
義
、
も
し
く
は
標
準
見
本
の
作
成
）
し
、

ス
タ
ッ
フ
に
ゴ
ー
ル
の
状
態
を
理
解
さ
せ
る

だ
け
で
な
く
、
納
得
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
（
図
２
参
照
）。
こ
れ
が
で
き
て
い
な

床を流すとき
は、弱い水流
で、周りに飛
び散らないよ
うに低い体勢
で流します

近い位置から、
弱い水流で、周
りに飛び散らな
いようにして洗
浄します

図2 作業ルールの例（ジェッターの使い方）
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い
と
、
不
完
全
な
状
態
で
も
「
や
り
ま
し
た
」

で
終
わ
っ
て
し
ま
い
、
誰
も
疑
問
を
感
じ
な

い
不
都
合
な
状
態
に
な
る
。

❸「
基
準
」を
明
確
に
定
義

作
業
を
標
準
化
す
る
場
合
、
作
業
の
「
基

準
」
を
明
確
に
定
義
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
例
え
ば
、「
汚
れ
て
い
た
ら
」「
気
が
付

い
た
ら
」「
し
っ
か
り
と
」
な
ど
、
作
業
者

の
主
観
的
判
断
に
依
存
す
る
基
準
は
無
意
味

で
あ
る
。「
汚
れ
て
い
た
ら
」
で
は
な
く
「
毎

日
１
回
」
の
よ
う
に
、
誰
で
も
同
じ
判
断
・

理
解
が
で
き
る
よ
う
に
、
基
準
は
客
観
的
に

定
義
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

弊
社
顧
客
の
あ
る
工
場
で
は
、
毎
週
月
曜

日
に
洗
浄
用
ス
ポ
ン
ジ
20
個
以
上
を
全
て
新

品
に
交
換
し
て
い
る
。
こ
の
顧
客
は
洗
浄
用

ス
ポ
ン
ジ
の
衛
生
管
理
の
難
し
さ
と
、
ス
ポ

ン
ジ
に
よ
る
再
汚
染
の
リ
ス
ク
を
十
分
に
認

識
し
て
い
る
の
で
、
こ
う
し
た
一
見
も
っ
た

い
な
い
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
交
換
基
準
を
徹

底
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
汚
れ
た

ら
交
換
」
の
よ
う
な
基
準
の
工
場
で
は
、
交

換
品
の
申
告
手
続
き
の
面
倒
さ
も
あ
り
、
ス

ポ
ン
ジ
が
剝
が
れ
て
異
物
混
入
の
原
因
に
な

り
そ
う
な
状
態
に
な
っ
て
も
使
用
し
て
い
る

例
も
し
ば
し
ば
見
掛
け
る
。

「
食
品
安
全
の
た
め
な
ら
、
頻
繁
な
ス
ポ

ン
ジ
交
換
も
惜
し
ま
な
い
」

企
業
が
本
当
に
食
品
安
全
を
重
要
と
信
じ
、

本
当
に
工
場
の
現
場
に
衛
生
管
理
を
徹
底
さ

せ
た
い
と
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う

に
、
ま
ず
も
っ
て
食
品
安
全
に
対
す
る
経
営

者
の
覚
悟
を
社
員
・
ス
タ
ッ
フ
に
見
え
る
形

で
示
す
こ
と
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

❹
作
業
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る

衛
生
作
業
を
シ
ス
テ
ム
化
し
文
書
化
す
る

場
合
、「
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｐ
（
衛
生
標
準
作
業
手
順

書
）」
と
、
現
場
で
作
業
管
理
や
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
に
使
用
す
る
「
作
業
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の

２
種
類
の
作
成
が
必
要
で
あ
る
。
本
稿
で
は

誌
面
の
都
合
で
、
作
業
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

す
る
際
の
要
点
の
み
整
理
す
る
。

作
業
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｐ
で
定
義

さ
れ
た
衛
生
作
業
の
目
的
と
ゴ
ー
ル
（
＝
清

浄
度
）
を
、
ど
の
ス
タ
ッ
フ
が
作
業
し
て
も

同
じ
レ
ベ
ル
の
作
業
結
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
、

作
業
対
象
ご
と
に
使
用
資
機
材
と
作
業
方

法
・
手
順
、
作
業
上
の
注
意
点
、
作
業
の
結

果
（
＝
ゴ
ー
ル
）
と
し
て
、
分
か
り
や
す
く

整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
作
成
に
当
た
っ
て

は
、「
５
Ｗ
２
Ｈ
」
の
基
準
で
各
作
業
の
工

程
を
整
理
す
る
。

誰
が
▼
担
当
は
誰
か
明
確
に
す
る

い
つ
▼
い
つ
や
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
頻
度

で
や
る
の
か
基
準
を
明
確
に
す
る

ど
こ
で
▼
作
業
す
る
場
所
を
明
確
に
す
る

何
を
▼
作
業
の
対
象
は
何
か
、
ど
の
部
分
ま

で
作
業
す
る
か
、対
象
範
囲
を
明
確
に
す
る

何
の
た
め
に
▼
作
業
の
目
的
は
何
か
明
確
に

す
る
↓「
ど
の
程
度
」と
リ
ン
ク
す
る

ど
ん
な
方
法
で
▼
作
業
工
程
を
分
解
し
、
作

業
方
法
と
手
順
を
分
か
り
や
す
く
整
理
す
る
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■勤務中（休憩時間を含む）は工場建物外への出入りは禁止です
　■休憩時間中でも建物外の出入り、駐車場（車両内）などでの飲食・喫煙は禁止です
　■工場建物内で指定された喫煙場所が使用できるとき以外、休憩時間でも禁煙です

■けがや破損したらすぐ報告する
　■自己判断しないこと
　■けがや破損をした場合はリーダーにすぐに報告し、適切な指示と処置
　　を受ける

■手袋が破損した場合は
　■破損した箇所と欠損の有無をリーダーに報告・確認してから交換する
　　→勝手に手袋を交換しないこと
　■ちぎれて欠損部分がある場合、必ず破片を回収すること

ど
の
程
度
▼
作
業
の
ゴ
ー
ル
＝
ど
ん
な
状
態

に
す
る
の
か
、
誰
で
も
分
か
る
よ
う
に
客
観

的
基
準
で
定
義
す
る

ま
た
、
作
業
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
図
や
写
真
を

効
果
的
に
使
用
し
て
、
誰
で
も
分
か
り
や
す

く
作
成
す
る
こ
と
で
、
新
人
教
育
も
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
基
づ
い
て
標
準
化
で
き
、
基
本
作
業

と
作
業
基
準
、
作
業
上
の
ル
ー
ル
な
ど
を
統

一
基
準
で
教
育
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

シ
ス
テ
ム
を
運
用
す
る

衛
生
管
理
を
シ
ス
テ
ム
化
し
運
用
す
る
た

め
に
は
、
結
果
の
確
認
・
評
価
の
仕
組
み
づ

く
り
と
、
ス
タ
ッ
フ
の
教
育
・
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
が
必
要
で
あ
る
。

❶
結
果
の
確
認
・
評
価

衛
生
作
業
の
終
了
時
に
は
、
作
業
担
当
者

が
自
分
の
作
業
結
果
を
確
認
・
評
価
し
、
必

要
な
場
合
は
部
分
的
手
直
し
や
再
洗
浄
を
行

う
。
こ
の
場
合
の
評
価
基
準
は
、
先
に
述
べ

た
通
り
、
作
業
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
定
義
さ
れ
た

ゴ
ー
ル
（
＝
仕
上
が
り
状
態
）
と
な
る
。

担
当
者
に
よ
る
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
後
、
作

業
責
任
者
に
よ
る
完
了
確
認
を
行
い
、
問
題

が
な
け
れ
ば
作
業
完
了
と
す
る
。
こ
の
最
終

チ
ェ
ッ
ク
に
当
た
っ
て
は
、
チ
ェ
ッ
ク

者
に
よ
る
ば
ら
つ
き
を
最
小
化
し
、
重

要
な
確
認
事
項
の
確
認
漏
れ
を
防
止
す

る
た
め
に
、
作
業
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を

作
成
す
る
と
効
果
的
で
あ
る
。
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
で
は
、
確
認
す
べ
き
場
所
だ
け
で
な
く
、

視
線
の
位
置
・
方
向
（
ど
の
場
所
か
ら
ど
の

よ
う
に
確
認
す
る
の
か
）、
許
容
限
度
な
ど

を
定
義
し
、
チ
ェ
ッ
ク
者
の
評
価
基
準
を
統

一
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
（
図
３
）。

❷
ス
タ
ッ
フ
の
教
育
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

弊
社
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、Ｏ
Ｊ
Ｔ
と

Ｏ
ｆ
ｆ
│

Ｊ
Ｔ
の
組
み
合
わ
せ
で
運
用
し
て

お
り
、Ｏ
ｆ
ｆ
│
Ｊ
Ｔ
の
教
育
プ
ラ
ン
は
以
下

の
三
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
▼
新
規
採
用
者
の
現

場
配
属
前
に
実
施
。
基
本
的
な
作
業
や
現
場

で
の
勤
務
ル
ー
ル
を
約
３
時
間
教
育
す
る

（
図
４
）。

年
間
教
育
プ
ラ
ン
▼
各
ス
タ
ッ
フ
の
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
・
レ
ビ
ュ
ー
（
基
本
知
識
、
作
業

習
熟
度
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
な
ど
で
評
価
項

目
を
合
計
20
項
目
設
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
５

段
階
評
価
）を
作
成
し
、
そ
の
現
状
評
価
を

基
に
、
ス
タ
ッ
フ
ご
と
の
育
成
計
画
を
作
成

し
教
育
を
実
施
す
る（
図
５
）。

作成⽇ ： 
現場名 ： 

作業は品質基準レベルを達成し、安定している 10 5 3 2 1

品質の不良や作業クレームがない 10 5 3 2 1

遅刻・欠勤・シフト変更がなく勤務状況が安定している 8 5 3 2 0

個人衛生ルールを遵守し、身だしなみに清潔感がある 5 3 1 0

工場内では常にルールとマナーを守り、工場内の全スタッフに悪い印象を与えない様に

言動に注意している
8 5 3 1 0

会社の定めた作業安全ルールを遵守している 10 5 3 1 0

作業中は常に周囲に気を配り、事故のない様に心がけている 5 3 2 1

洗剤・器具類の取扱い方法を熟知し、作業の安全性を維持している 8 5 3 2 1

ヒヤリハットは速やかに報告し、作業安全の向上に積極的である 8 5 3 2 1

土曜日出勤など、シフトに協力的である 10 5 3 1 0

作業のON/OFFで積極的なリーダーシップを発揮し、チーム力向上に貢献している 10 5 3 2 1

作業前・後の準備や片付けを率先して行なっている 5 3 1 0

経験の少ないスタッフを積極的に支援し、作業指導することが出来る 10 5 3 2 1

「報・連・相」を確実に行い、チーム全体での情報共有に努めている 5 3 2 0

洗浄の基本作業を正しく理解し、実施している 8 5 3 2 1

サニテーションの基本的知識を理解している 5 3 2 1

指定されたポジションを一人で作業完了させ、品質が安定している 5 3 2 1

規準時間内に責任を持って担当作業を完了させ、品質が安定している 5 3 2 1

作業結果の点検及び是正を確実に行うことが出来る 5 3 2 1

新しいポジションの経験習得に積極的である 10 5 3 2 1

パフォーマンス・レビューシート

F＋： 基準時間内にヘルプなしで担当範囲の作業が完了出来る / G： 基準時間より早く作業を完了

し、他スタッフの支援をすることができる

 E (7～) / G (～6) / F+ (～4) /  F- (～2) / P (～1)

F＋： 安全ルールを遵守している / G： チーム全体の安全ルール遵守に貢献している

F＋：  周囲の進捗状況を把握し積極的に必要な支援をする / G： 他スタッフへの作業指導・OJTを行

なっている

F＋： 必要な時は土曜出勤する / G： 休日出勤やシフト変更に積極的に協力する

F＋： ヒヤリハットは必ず報告している / G： 作業安全の具体的な提案をしている

F-： 常に周囲の状況を把握している / F＋： 周囲に気を配り必要な声がけを行なっている

SSaaffeettyy
（（安安　　全全））

CCooooppeerraattiioonn
（（協協　　力力））

OOppeerraattiioonn

（（作作　　業業））

GGEE

計計

計計

計計

計計

FF++ FF-- PP 評評　　価価　　基基　　準準

QQuuaarriittyy
（（品品　　質質））

F＋： 社会人として当然の常識的な言動に努めている / G： 工場スタッフ（協力会社含む）に好印象を

与えている

F＋： 個人衛生ルールを完全に遵守している

F＋： 遅刻・欠勤がない / G： 遅刻・欠勤・シフト変更がない

F＋： 重欠陥指摘・破損・クレームがない

F＋： 指摘が少なく安定している / G： 指摘がない

SOCSママネネジジメメンントトシシスステテムムズズ株株式式会会社社

図5 パフォーマンス・レビューシート例

図4 勤務ルール例
1

●●●●コンベア　洗浄チェックリスト 作成者 佐々木

　　平成　　　　年　　　　月　　　　日　（　　　　）

基基準準 確確認認①① 確確認認②② 確確認認①① 確確認認②② 確確認認①① 確確認認②②

ホッパー内 残渣脂片が残っていないか？

図２－① 残渣脂片がないか？（触って確認）

製品吐出口 脂片がないか？

ホッパー外 残渣脂片が残っていないか？

コンベア 残渣脂片が残っていないか？（回して確認）

コンベア（ガイド） 残渣が残っていないか？（何回も回して確認）

桟 肉片が残っていないか？（触って確認）

ハシゴ 肉片が残っていないか？

手摺 肉片が残っていないか？

蓋 肉片が残っていないか？（裏表）

残渣排出口 フタに肉片がのこっていないか？

スイッチ/コード 肉片脂片がないか？

モーターボックス 肉片脂片がないか？

ホッパー内 残渣脂片が残っていないか？

図２－① 残渣脂片がないか？（触って確認）

製品吐出口 脂片がないか？

ホッパー外 残渣脂片が残っていないか？

コンベア 残渣脂片が残っていないか？（回して確認）

コンベア（ガイド） 残渣が残っていないか？（何回も回して確認）

桟 肉片が残っていないか？（触って確認）

ハシゴ 肉片が残っていないか？

手摺 肉片脂片がないか？

蓋 肉片が残っていないか？（裏表）

残渣排出口 フタに肉片がのこっていないか？

スイッチ/コード 肉片脂片がないか？

モーターボックス 肉片脂片がないか？

その他

▲▲ ▲

コンベア②

Ａ Ｂ

●●●●

その他

平成22年8月18日

チチェェッックク箇箇所所

▲▲▲▲

コンベア

長 高 短

●●●

〇筆者作成

図3 洗浄チェックリスト例

〇筆者作成

〇筆者作成
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マ
ン
ス
リ
ー
ト
ピ
ッ
ク
ス
▼
衛
生
管
理
に
関

連
す
る
重
要
事
項
を
毎
月
１
項
目
選
び
、
全

社
統
一
テ
キ
ス
ト
を
配
布
し
、
全
現
場
・
事

業
所
で
教
育
を
実
施
す
る（
１
回
15
〜
20
分
）。

こ
の
教
育
は
テ
キ
ス
ト
に
従
っ
て
各
現
場
の

社
員
が
実
施
す
る
こ
と
で
、
ス
タ
ッ
フ
へ
の

教
育
と
社
員
の
教
育
・
訓
練
を
兼
ね
て
い
る

（
図
６
）。

ス
タ
ッ
フ
の
教
育
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、

そ
れ
単
独
で
は
効
果
が
限
定
さ
れ
る
。
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
結
果
の
公
平
な
評
価
と
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
、
評
価
結
果
に
基
づ
く
待
遇

の
変
更
（
給
料
ア
ッ
プ
な
ど
）
と
リ
ン
ク
さ

せ
な
け
れ
ば
有
効
に
は
機
能
し
な
い
。
ス
タ

ッ
フ
側
に
「
や
ら
さ
れ
て
る
」
感
が
強
い
と
、

教
育
自
体
が
目
的
化
し
効
果
は
上
が
ら
な
い
。

◇

「
食
品
工
場
で
衛
生
管
理
を
徹
底
さ
せ
る

た
め
最
も
重
要
な
こ
と
は
何
か
」
と
の
問
い

に
対
し
、
弊
社
で
は
「
工
場
に
お
け
る
衛
生

の
位
置
付
け
を
変
え
る
こ
と
」
だ
と
考
え
て

い
る
。「
衛
生
」
を
「
清
掃
」
と
同
列
に
考

え
る
こ
と
を
や
め
る
こ
と
。
そ
し
て
「
衛
生
」

作
業
は
１
日
の
製
造
の
後
片
付
け
で
は
な
く
、

１
日
の
製
造
を
ス
タ
ー
ト
す
る
た
め
の
前
準

備
、
製
造
の
「
第
一
工
程
」
で
あ
る
と
の
認

識
を
工
場
内
で
共
有
す
る
こ
と
。
単
な
る
お

題
目
で
は
な
く
、
こ
の
認
識
を
実
現
す
る
た

め
に
、
経
営
資
源
（
人
、
モ
ノ
、
金
、
時
間
）

の
配
分
を
変
え
る
こ
と
。
す
な
わ
ち
「
衛
生
」

は
、「
現
場
」
の
問
題
で
あ
る
以
前
に
、
優

れ
て
「
経
営
」
の
意
思
の
問
題
で
あ
る
。

・髪の毛は毎日 50～ 60本は自然に抜
けます。この抜けた髪の毛が異物混
入の原因にならないようにしましょう

・長髪で毎日の洗髪が困難な場合、必
ず毎日ブラッシングしてください

・体温が 37.5℃以上の場合は、出勤停
止とします。工場の体温制限が 37.5
℃以下の場合、工場の管理基準に従
います 

・新型コロナに罹患した場合、発症後
10日間は出勤停止とします

・新型コロナの濃厚接触者と認定され
た場合、最終接触日より 7 日間は出
勤停止とします

・インフルエンザ、ノロウイルスに罹
患した場合、勤務復帰には、医療機関
が発行する「就業可」の診断書が必要
です

・同居する家族がインフルエンザ、ノ
ロウイルスに罹患した場合、本人に
症状（下痢、発熱など）がない場合は
勤務可能です

重要
ポイント

「食品の安全・衛生を守る」私たちの仕事では、一人一人
が『個人衛生』ルールを徹底することが大変 重要です。個
人衛生ルールを正しく理解して、食品事故の原因を作らな
いよう注意しましょう。 

1.出勤の前に
1）毎日入浴して、
いつも身体
は清潔に
します

2）髪は毎日洗髪、
ブラッシング
します

3)体調管理に気を付けます
①下痢や嘔吐、発熱症状がある
場合は出勤できません
②会社が指定する予防接種（新
型コロナ、インフルエンザな
ど）は必ず受けてください
③体調に異常を感じた場合（下
痢、発熱、悪寒、せき、だるさ
など）、必ず出勤前にリー
ダーに連絡して
指示に従って
ください

図6 マンスリートピックス例

〇筆者作成
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